







































































3) Waterhouse=Tiessen[1978J p. 670 



















































7) Waterhouse=Tiessen[1978] p. 68。なお.Waterhouse=Tiessen[1978]では明言
されていないが.0t1ey[1980]によると.Waterhouse=Tiessen[1978]における操業
職能は Anthonyのオペレーショナルコントロール，管理職能は戦略的計画の一部とマ

























8) Waterhouse=Tiessen[1978J pp. 68-690 
9) Waterhouse=Tiessen[1978J p. 69。

























11) Waterhouse=Tiessen[1978J pp. 69-70。



















13) Waterhouse=Tiessen[l978J p. 70。































15) Waterhouse=Tiessen[l978J p. 72。
16) Waterhouse=Tiessen[l978J p. 72。分権的組織において発生するコンフリクトの例































































第 l段階 コンティンジェント変数 (e.g.技術，環境)








と考えている。確かにこれまで見てきた Waterhouse= Tiessen [1978 ]でも，
21) Tiessen二Waterhouse[1983]p. 2540 
22) 0t1ey[1980] pp. 419-420。


























24) Otley[l980] p. 4200 Otley[1980]では，このように主張している論文のひとつとし





























26) 0t1ey[1980] p. 4210 
27) 0t1ey[1980] p. 421。














































30) Otley[1980] p. 422。なおその他のコントロールアレンジメントの例として，集団的
同意，選抜，昇進と報酬システム，外部での陳情が例示されている。
31) Otley[1980] p. 4220 
環境適合理論と会計システム 75 



















Tiessen = Waterhouse[I 983Jでは，このような点から管理会計システムの
変更が生じにくい理由を説明しているのである。
32) Tiessen=Waterhouse[1983J p. 262。






























34) Tiessen= Waterhouse[l983J pp. 257 -2580 



















































37) Tiessen=Waterhouse[1983J p. 2610 

























ところで，事後的な業績評価に関連して Tiessen= Waterhouse[ 1983Jで
は，業績測定の手段の数が多いとき，恋意的にその中のひとつの手段が採用
されることになり，このことが識別可能性の評価を困難にすることになると
39) Tiessen=Waterhouse[1983J pp. 264-265。
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